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　　新体制で躍進する（一社）愛知県養鶏協会
（齋藤利明代表理事：知多養鶏組合組合長）

 手をつなごう！愛知のにわとり・うずら

 新鮮・安全・安心・増やそう地産・地消
　を基本理念として６期目を迎える当協会は、６月１９日（月）開催

された通常総会で下記の事業推進を承認いただきましたので、会員各

位、賛助会員方の更なる発展につながる支援活動に邁進します。

≪平成２９年度主たる事業内容≫
１．鳥インフルエンザ見舞金制度の更なる拡充を促進する為のにＰＲ活動を行い

　　多くの会員が安心して加入される事業に育てます。

２．地産・地消を推進し県内産たまご・鶏肉の消費拡大を促進すべく愛知県、賛

　　助会員方の支援を受け、「たまニコ２０１７愛知大会」を開催したり、県内各地

　　域で開催される農業まつりや畜産フェアーなどのイベントに参加

　　・協賛し、日鶏協とイベント支援契約締結で予算を確保。

３．「愛知県養鶏協会推奨マーク」を多くの会員・賛助会員

　　に活用して貰い、地産地消拡大に寄与いたします。

４．協会事業のＰＲの為に「協会便り」１６・１７号の発行と

　　情報提供体制強化契約を日鶏協と締結して予算の確保

５．家きん防疫に関する情報の提供や日鶏協との家畜防疫

　　互助基金事業委託契約締結で予算の確保。

６．鶏卵価格差補填事業を支援体制を整え、業務委託契約 （養鶏協会推奨マーク）

　　を締結し，傘下団体への事務費支援を強化する。



　　会員の皆様と共にあゆみ、支え、

　魅力ある協会運営を目指します！

　　　　　　< 事業推進するための予算の内訳>
１．個人会員からの会費（昨年度並みと予定した） １，２００千円

２．団体会員からの会費（知多・豊橋のみ減額） １，５７０　〃

３．鶏卵消費促進事業費

(１）(一社）日本養鶏協会：Ｈ２９年度イベント補助金 　　７３４　〃

(２）　　　　　　　〃　　　　：情報提供体制強化補助金 　　９７９　〃

(３）（公社）愛知県農業振興基金補助金 　　３１７　〃

合　計 ４，８００千円

（一社）日鶏協の（１）は２９年度予算額、（２）は28年度補助金実績が納付

（公社）県振興基金は８．４日付けで認定を受けました。

≪主なＰＲイベント紹介≫

平成２９年１１月　４日(土）岡崎市・乙川河川敷で開催

　９月９～１０日　　全国県人会祭り（久屋大通公園）

　１０月１４日(土）　　　　　愛知県畜産フェスタ（県畜産総合Ｃ）

　１０月２１～２２日　　　　豊橋市農産物博覧会(豊橋市）
　１１月　４～　５日　　　　岡崎農林業まつり(岡崎市乙川河川敷）
　１１月中下旬　　　　　　 ＪＡ愛知海部フェスタ

　１１月下旬　　　　　　　　ＪＡひまわり畜産祭り

　１２月初旬　　　　　　　　ＪＡ豊橋農協ふれあいフェスタ

　３０．２月初旬　　蒲郡農林水産まつり



　高病原性鳥インフルエンザ症への

備えは万全ですか！！
経営安全の為に下記の事業にご参加を！

１．当協会が運営する「鳥インフルエンザ見舞金制度」

①支払準備金：加入者の積立金と当協会賛助会員の賛助会費

②契約期間　　３年（第２期：平成２７～２９年度）・・平成３０年更新時期

③見舞金　　　鳥インフルエンザ発生で殺処分された加入者に支払う

④税務措置　：加入者の積立金は「仮払金」として処理し、互助基金とし

　　　　　　　　　て使用された金額のみ「損金」として処理できます

２．日鶏協窓口の「家畜防疫互助基金」

①支払準備金：加入者の積立金と同額（１：１）の国庫補助金

②契約期間　３年（第６期：平成２７年～２９年度）・・平成３０年更新時期

③補償金　　　鳥インフルエンザ発生で殺処分された加入者が経営再建

　　　　　　　　　する場合のみ支払いされる

④税務措置　：加入者の積立金は「仮払金」として処理し、互助基金とし

　　　　　　　　　て使用された金額のみ「損金」として処理できます

3.日鶏協取扱の「鳥インフルエンザ経営再建保険」

①支払準備金：契約保険会社「共栄火災海上保険(株）が負担する

②契約期間　：1年契約（平成29年度の場合Ｈ29年2月1日から1年間）

③補償金　　　鳥インフルエンザ発生で殺処分された加入者が経営再建

　　　　　　　　　する場合支払われる年間支払限度額は５億円まで

　　　　　　　　　廃業費用補償は３００万円限度で特約条項を付記される

④税務措置　：保険料は「損金算入」できるが基本的に掛け捨て保険

　　　詳しい事は当協会事務局にご相談下さい



鶏卵生産者経営安定対策事業に参加しませんか

 平成29年度から第３期事業が開始されました

１．鶏卵価格差補てん事業
（１）補填基準価格１８７円・・・・標準取引価格との差×９０％補てん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補てん金最高額は１９．８円

（２）加入者積立金・・・・・・・・・・契約数量１ｋｇ当たり、４．８３円

（３）補てんの比率・・・・・・・・・・積立金：国庫補助＝３：１（２５％補助）

（４）安定基準価格を下回った場合経営規模１０万羽以上は補填打切り

２．成鶏更新・空舎延長事業
（１）安定基準価格１６５円を下回ったら当該事業が発動される

　　①処理羽数１羽当たり、２１０円補てん

　　②経営規模１０万羽以下加入者には1羽当たり、２７０円補てん

　　③安定基準価格を上回った日から３０日後まで、廃鶏処理予約して

　　　　いたロットも当該事業参加が認められる　　

（２）加入者協力金・・・・・・・・・・契約数量１ｋｇ当たり、１７銭

（３）補てんの比率・・・・・・・・・・協力金：国庫補助＝１：３（７５％補助）

３．国の予算‣総額４９億円

愛知県からも積立金・協力金に補助が受けられます

１．積立金に対して３４．２銭（１件当たり上限額・・２４６千円）

２．協力金に対して１．９銭（１件当たり上限額・・１３千円）

３．平成２９年度県予算・総額　９．１８１千円

　県の補助金交付は認定団体からの申請が必要です

ＪＡあいち経済連、知多養鶏組合、豊橋市養鶏組合へご相談を！


